
人間の歩く速度とほぼ同じといわれる桜前線も今はもう

北上してしまいましたね。

 私は、通勤途中や訪問サービスの間に空や緑を眺めるの

が好きです。澄み切った青空、流れる雲、夕焼け、月、星

空・・・日々違う表情の空を眺めていると心が潤ってくる

ような気がするから不思議です。

 花や緑で外が華やかになるこれからの時

期「こんにちは」の声とともにそんな話題

も一緒にお届けできればと思っています。

まだまだ未熟者ですが、これからもよろ

しくお願いします。 ナイスな勉強会はお休みさせていただ

きました。
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情報掲示板 ～ 身近なニュースをお届けします ～

こ   先日のデイサービスで利用者さ

んと一緒におはぎ作りをしました。

 いざ試食という時に９０代の男性が突

然涙ぐまれました。「昔、おふくろさんがよ

く作ってくれた。なつかしい味がする。」

と・・・思わず私も一緒に涙ぐんでしまいました。

そういえば食べ物の味でおふくろの味とかって

いいますよね。なにげなく作ったおはぎでその利

用者さんの人生が垣間見えたような気がしまし

た。

編 集

後記

スタッフの独り

テレビや新聞でも話題になっている「重症急性呼吸器症候群：ＳＡＲＡ」

今月７日の厚生省発表ではマスク不要宣言があったそうです。

 ＳＡＲＳ流行でＮ９５という名称が有名になりましたが、これはメーカー名ではなく専門的にいえ

ば０．３マイクロメートル以上の空気中の微粒子を９５％以上カットできることを意味することだそ

うです。これはあくまでも医療機関用で一般人が長時間つけることはかえって息苦しいだけだとのこ

と。そもそも国内にまだ患者がいない段階で、マスクの良し悪しにこだわる意味はそれほどないそう

です。が、単一の方法で感染を完璧に防ぐのは無理なので手洗い・うがいも必要だとのこと。

 医療関係者はマスク以外にもゴーグルをつけているそうです。

●ご協力ありがとうございました。安楽椅子、テレビ、壷、洋服いただきました。

●日用雑貨も募集しています。

※ サポート・ワン・サービスが仲介します。

譲りたい、譲られたいかた募集しています。お気軽にどうぞ。
Ａ・Ｍ

先日、ある介護のホームページを見て、これはどう捉えたら良いのだろうと思う質問が載っていました。

義母を看ているお嫁さんからの質問でした。

Ｑ家族がヘルパーの資格を取り、同居の義母に対してサービスを提供できるのか？

私はこの質問に対し、家の中を他人に見られることもなく、ヘルパーに対し気を使わなくてもいいし、家

にいながら仕事をして収入も得られる、と考えているのか。それとも、おばあちゃんの為に介護技術の基本

を学んで良い介護をしてあげたいと考えているのか。など様々な捉え方が出来ると感じました。

 その家庭が、どういった状況におかれているのかで、質問の捉え方も変わってくると思います。

 いくつかの条件がそろえば、サービス提供できるという主な内容を３つ挙げてみました。

① ヘルパーとして事業所に所属し、同居の要介護者以外にも、同程度以上のサービスを提供すること。

② 家事援助だけでなく入浴や排泄といった身体介護サービスの提供であること。

③ その地域で提供される訪問介護だけではサービスが足りないと市町村が認める場合。離島やへき地などで

は事業者の参入がなかなか見込めない場合があるそうです。

他にも細かい条件があるそうですが・・・

 この質問、皆さんはどう捉えますか？
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 日本点字図書館は全国の目の不自由な方を対象に、本を録音したテープや点字文字の無料貸

し出し、点字教室、点字図書の出版などを行なっている民間の図書館だそうです。送られたハ

ガキは切手に交換し図書館の通信費に、音楽ＣＤは運営費になっています。

 くわしくは下記までお問い合わせください。

日本点字図書館   電 話 ０３（３２０９）０２４１

             送り先 東京都新宿区高田馬場１－２３－４

最近はガン等、重大な病気の時にセカンドオピニオンに聞くことが少しずつですが増えてき

ているそうです。これは主治医の出した検査データ－などの資料をもとに、別の専門医に「第

二の意見」を求めることだそうです。

 診断に納得がいかなかったり、コミュニケーションがうまくいかず、次々と病院を変える「ホ

スピタルショッピング」とは違うそうですが日本ではまだ日常的でないため言いにくい面があ

るかと思います。

 しかし、本人や家族が納得して治療のサポートをしたいと申し出れば医師も協力はして下さ

ると思います。納得のいく治療を受けたいですね。

春キャベツです。

後もう少しで食べ頃かな？

一面の菜の花畑

平成元年撮影 


